
カムチベット語塔公 [Lhagang]方言による翻案物語『裸麦の種子の由来』
—訳注と語りの特徴—

鈴木博之 四郎翁姆

オスロ大学 オスロ大学

キーワード：カムチベット語、Minyag Rabgang方言群、テクスト訳注、証拠性

1 はじめに

本稿は、チベット地域に伝わるとされている口承の物語『裸麦の種子の由来』のカムチベッ

ト語塔公 [Lhagang]方言による翻案について言語学的訳注を施し、また語りの特徴を分析する。

物語『裸麦の種子の由来』は、チベット口承文学として外部には認知されており、出版物 1にも

収録され、インターネット上にも物語のあらすじが公開されている 2。しかしながら、Lhagang

方言の話される地域、すなわち中国四川省甘孜藏族自治州康定市塔公鎮塔公村では、まったく

伝わっていない。筆者はチベット文化圏東部のさまざまな地点で同物語の存在を尋ねてみたが、

語れる者はおろか、物語を聞いたことがある人にすらいまだかつて出会ったことがない。

本稿の試みは、まず第二著者である Lhagang方言母語話者に、公開されている『裸麦の種子

の由来』の物語のあらすじをいったん漢語で覚えてもらい、その記憶に基づいて、Lhagang方

言によって物語を語ってもらうという手法をとったことである。調査票を見ながらの聞き取り

とも、自然発話とも異なる発話資料となるが、発話において、「情報へのアクセス方法 (access to

information)」および「情報源 (source of information)」に代表される証拠性 (evidentiality)が重

要な機能を果たすチベット系諸言語 (Tournadre & LaPolla 2014)において、半ば人工的に語ら

れた比較的長い発話の中で、証拠性がどのように標示されるかは興味深い問題である。

上述のように、本稿で記述する Lhagang方言版の『裸麦の種子の由来』は、既存の漢語版に

基づく翻案である。現地には伝わっていない物語であり、既存の版の忠実な翻訳でもない。当

地における民話などの語りが失われつつある中で、まとまった内容をもつ長編の語りをいかに

再現できるかという視点からも、本稿の試みに一定の注目すべき点があると考える。

本稿での分析は、鈴木・四郎翁姆 (2016)の文法の記述を前提としつつ、訳注部分で逐次参照

し、補足事項が認められる場合には指摘する。また、語りの構成の分析、内容の解釈に当たっ

ては、鈴木ほか (2015)の分析を随時参考にする。なお、音表記については本稿末尾を参照。

1 賈芝・孫剣冰編 (1964)、君島 (2013)（日本語版）など。漢語の原典が存在するが、未見。ほかにも
《藏族民間故事選》(1980)などに含まれている。

2 たとえば、http://www.tibetculture.net/whbl/ystd/yswx/mjwx/200712/t20071212_299085.htm（西藏文
化網）など。この版が語りのベースであるため、文中で言及する場合には「西藏文化網版」と呼ぶ。
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2 テクストと語釈および翻訳

『裸麦の種子の由来』の語りは、その内容の展開によって、大きく６段落に分かれる。本節で

提示する各文は、段落数と文数によって示す。たとえば、(3.5)は第３段落の第５文という意味

である 3。

なお、語釈においては、一貫してゼロ形態である絶対格の標示を行わない 4。

2.1 語釈
(1.1) ő́i ma ¯HnaHna-la H́dýa: po ´pW ý@-tCiP ˆjoP-reP

むかしむかし-[位] 王子-[不定] [存]

むかしむかし、王子がいました。

(1.2) ¯kho ´m̃ı-la `Pa tsho ˆze:-reP

3 名前-[位] [人名] 言う-[判]

彼は名前をアツォといいました。

(1.3) ¯kho ¯̊NkhE: pa-tCiP ˆji :-reP

3 賢い-[不定] [判]-[判]

彼は賢い人でした。

(1.4) ´ta rOP `hpo: pa¯tChe ´reP

さらに 勇敢な [判]

そして勇敢でもありました。

(1.5) ¯hs̃A mba ´jA: mo-tCiP ´reP

心 よい-[不定] [判]

善良な心を持っている人でした。

(1.6) ¯m@ ¯tshÕ ma-la ¯za-HdýW ´rAP-Hgo-g@ `tChe t@

人 すべて-[位] 食べる-[名] 得る-[必]-[属] ために

すべての人にとって食べ物が手に入るように、

(1.7) ¯kho ḯãuP g@ ´Hdýa: po ´z@ kha `shõ-ta ˆnE:-g@ ¯sha wu:-te

3 龍王 そば 去る-[接] 裸麦-[属] 種-[定]

¯hú@-sha　 `shõ-z@ reP

求める-[名] 去る-[過]

彼は龍王のそばへ向かい、裸麦の種を求めに向かいました。

3 段落内の文の切れ目は、必ずしも完全な文となっていない場合がある。非常に長い文になる例では、
文中で区切りを設けている。また、逐次訳では、不自然な場合もあるが、それは意図して直訳とし
ている部分である。繰り返しなどを省いた全体の訳文は 2.2で提示する。

4 ゼロ形態となる位格と混同する可能性があるが、名詞句の役割については訳注で解説する。
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(2.1) ´te na ta ¯kho ¯HmA: mi ´ő@ ChW-ze ¯úhiP-n@ ¯hta ¯Hgo:-n@

それから 3 戦士 二十-[概] 連れる-[接] 馬 乗る-[接]

`shõ-z@ reP

去る-[過]

それから、彼は 20人ほどの戦士を連れて、馬に乗って行きました。

(2.2) ´r@ `htCiP ¯k@ tsa h̀tCiP ´HgE:-z@ reP

山 一 のち 一 越える-[過]

山を１つまた１つと越えました。

(2.3) ¯tChW `htCiP ¯k@ tsa ¯tChW ´mÃ bo-tCiP ´HgE:-z@ reP

川 一 のち 川 多い-[不定] 渡る-[過]

川を１つまた１つ、たくさんの川を越えました。

(2.4) ´t@ na ta ´l̃A kha-la `kho-g@ ¯HmAP ´Nga re-tCiP ´tuP Hãi:-g@

それから 路上-[位] 3-[属] 戦士 いくらか-[不定] 毒蛇-[能]

`sho htAP-n@ `Ch@-z@ reP

噛む-[接] 死ぬ-[過]

それから、路上で彼の戦士たちの何人かは毒蛇に噛まれて死にました。

(2.5) Ńga re-tCiP ´Hba mo reP-g@ `sho htAP-n@ `za-z@ reP

いくらか-[不定] 野獣-[能] 噛む-[接] 食べる-[過]

何人かは野獣に噛まれて食べられました。

(2.6) Ńga re-tCiP ´ta rOP ´m@ HguP-g@ `hsEP-z@ reP

いくらか-[不定] また 野人-[能] 殺す-[過]

何人かはまた野人に殺されました。

(2.7) ´t@ n@ ta ´r@ ¯HgW htCW ´ko: HgW ˆHgE:-tsha:

それから 山 九十九 越える-[達]

それから、99の山を越えました。

(2.8) ¯tChW ¯HgW htCW ´ko: HgW-tCiP ´HgE:-tsha: ¯hkAP-la

川 九十九-[不定] 越える-[達] 時-[位]

99の川をほとんど越えたとき、

(2.9) ´t@ n@ ta ¯Pa tsho ¯kho ´rO: ¯htCiP ´m@ tshe ˆma-l
˚
A:-z@ reP

それから [人名] 3 自身 一 以外 [否]-残る-[過]

それから、アツォ自身１人を除いて誰も残っていませんでした。
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(2.10) ´t@ n@ ta ¯kho ´rO: ¯ú@ meP tCiP ´ma-húAP-n@ `̊Nũ tChõ

それから 3 自身 少し [否]-恐れる-[接] 先へ

´ja ra ï̀ão-z@ reP

上 行く-[過]

それから、彼自身少しも恐れず先の方へ上へ行きました。

(3.1) ´t@ na ta ḯãuP g@ ´Hdýa: po-g@ ˆHdoP-sha ¯htseP ¯hkAP-la

それから 龍王-[属] 住む-[名] 着く 時-[位]

それから、龍王の住むところに着いたとき、

(3.2) ḯãuP g@ ´Hdýa: po-g@ ¯Pa tsho-g@ ¯ze:-z@-g@ ¯kho ˆnE:-g@

龍王-[能] [人名]-[能] 言う-[過]-[属] 3 裸麦-[属]

¯sha wu: ´le:-sha H́o: ¯ze:-HdýW-t@ `kho-la

種 取る-[名] 来る 言う-[名]-[定] 3-[与]

¯khE: ´ma-le:-z@ reP

承諾する [否]-[幹]-[過]

龍王はアツォが言った裸麦の種を取りに来たと言ったことを承諾しませんでした。

(3.3) ´t@ na ta ¯Pa tsho-g@ ´lo thAP ˆmeP-n@

それから [人名]-[属] 方法 [存/否]-[接]

それから、アツォの方法がなくなって、

(3.4) ´t@ na ta H́ý@ HdAP-la ˆroP pa H́zo-roP ˆze:-z@ reP

それから 山神-[与] 助ける-[依頼] 言う-[過]

それから、山神に「助けてください」言いました。

(3.5) ´t@ na ta H́ý@ HdAP-g@ ˆroP pa H́zo-n@

それから 山神-[能] 助ける-[接]

それから、山神が助けて、

(3.6) ¯Pa tsho-g@ ´ïãuP g@ ´Hdýa: po-t@ ˆnÕ-la ˆnE:-g@ ¯sha wu:-t@ `hkW-z@ reP

[人名]-[能] 龍王-[定] 家-[位] 裸麦-[属] 種-[定] 盗む-[過]

アツォは龍王の家から裸麦の種を盗みました。

(4.1) ´t@ na ta ¯ú@ meP tCiP ´ma-Ngo ¯tsa la ḯãuP g@ ´Hdýa: po-g@ ´ko-n@ ta

それから 少しも経たないうちに 龍王-[能] 気づく-[接]

`tshiP kha `za-n@ ta

怒る-[接]

それから少しも経たないうちに龍王に気づかれて、龍王は怒って、

(4.2) ¯Pa tsho ¯pha-la ´tCh@ HgE ´HdoP htCiP-la ¯húW-z@ reP

[人名] あれ-[与] 犬 単独の-[位] 変身させる-[過]

あのアツォを１匹の犬に変えました。
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(4.3) ´te na ta H́ý@ HdAP-g@ ¯kho-la ˆze:-n@ ta

それから 山神-[能] 3-[与] 言う-[接]

それから山神が彼に言うには、

(4.4) ¯tChoP ˆpo mo ĥtCiP-g@ `tChoP-la ´ma-Hga-na ¯tChoP

2 娘 一-[能] 2-[与] [否]-愛する-[接] 2

¯m@ lu: `lo:-sha ¯hka-sha reP ˆze:-z@ reP

人間の身 帰る-[名] 難しい-[可] 言う-[過]

「お前は、１人の娘がお前を愛さなければ、お前が人間の身に戻ることは難しい

だろう」と言いました。

(5.1) ´te na ta ¯hs̃A mba ´jA: mo-la ˆlE: ´jA: mo ˆjoP-n@ ta

それから 心 よい-[与] 縁 よい [存]-[接]

それから、よい心にはよい縁があって、

(5.2) ¯ú@ meP tCiP ´ma-Ngo ¯tsa la ¯tCh@ HgE-´nd@ ¯sha HnE:-te-g@ ¯hpõ mbo-g@

少しも経たないうちに 犬-この 地域-[定]-[属] 領主-[属]

´po mo ¯ïãẽ wa ´te:-g@ `Hga-n@ ta

娘 中間の それ-[能] 愛する-[接]

少しも経たないうちに、この犬はその地域の領主の真ん中の娘が愛して、

(5.3) ´t@ na ta ´j̃O l
˚
eP ¯m@ ˆreP-z@ reP

それから 再び 人 なる-[過]

それから再び人になりました。

(6.1) ´t@ na ta ¯m@ ¯tshÕ ma-g@ ¯sha wu:-t@ ´rAP-tsha: ¯hkAP-la

それから 人 すべて-[能] 種-[定] 手に入れる-[達] とき-[位]

それから、人々みなが種を手に入れたとき、

(6.2) ´te: `sha wu: `htAP-n@ ˆýı̃ `Hmo-n@ `hka lE: ˆHdýAP-n@ ta

それで 種 まく-[接] 畑 耕す-[接] 一生懸命働く-[接]

それで、種をまき畑を耕し一生懸命働いて、

(6.3) ´t@ n@ ta ¯hts̃A mba ý́ı̃ mbo ¯za-HdýW ˆrAP-z@ reP

それから ツァンパ おいしい 食べる-[名] 手に入れる-[過]

それからおいしいツァンパという食べものを手に入れました。

(6.4) ´t@ na ta ¯kho tsho-g@ `hs̃A-n@ ta ¯sha wu: ¯khO:-̊NkhE-nd@

それから 3.[複]-[能] 思う-[接] 種 持ってくる-[名]-これ

`l
˚
a-g@ `htõ-z@-g@ ¯tCh@ HgE-t@ ´reP `hs̃A-z@ reP

神-[能] 送る-[過]-[属] 犬-[定] [判] 思う-[過]

それから彼らが思うことには、「種をもってきたのは神が送った犬である」と

思いました。
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(6.5) ´ka de `l
˚
a-g@ ¯tCh@ HgE-t@ ¯khOP ´ma-Ho:-z@ ¯na

もし 神-[能] 犬-[定] 連れる [否]-来る-[過] [接]

¯kho tsho `Pa ïãa ¯hts̃A mba ý́ı̃ mbo ¯za-HdýW

3.[複] こんな ツァンパ おいしい 食べる-[名]

´rAP-ˆma reP ¯hs̃A-z@ reP

手に入れる-[状/否] 思う-[過]

もしも神がその犬を連れてこなかったなら、彼らはこんなおいしいツァンパと

いう食べものを手に入れてはいなかったと思いました。

(6.6) ´t@ n@ ta `ta: wA: t@ ´poP pa ¯thÃ tCeP ¯tCh@ HgE-tA ´ïãe: wa

それから 今まで チベット人 すべて 犬-[共] 関係

´jA: mo ˆjoP-reP

よい [存]

それからこれまでチベット人はみな犬との良い関係をもち続けています。

(6.7) ´t@ n@ ta ¯thÃ tCeP-g@ ¯tCh@ HgE-t@-g@ ´ői ma H̀na-la ¯hts̃A mba

それから みんな-[能] 犬-[定]-[能] 昔-[位] ツァンパ

`khO:-z@ reP `hs̃A-n@

持ってくる-[過] 思う-[接]

それからみんなはその犬が昔にツァンパを持ってきたと思い、

(6.8) ´t@ n@ ta ¯m@ `tshÕ ma `kho-la h̀ka the: ´ze:-HdýW `tChe t@

それから 人 みんな 3-[与] ありがとう 言う-[名] ために

それからみな人々がそれに「ありがとう」と言うために、

(6.9) ¯lo ´re re-la ´nE: `htCe:-tsha: ¯na ¯hts̃A mba ¯hsa: pa

年 それぞれ-[位] 裸麦 収穫する-[達] [接] ツァンパ 新しい

¯za h̀kAP-la

食べる とき-[位]

毎年裸麦の収穫を終えて、新しいツァンパを食べるとき、

(6.10) ¯m@ `tshÕ ma-g@ ´tÃ mbo ¯hts̃A mba¯loP loP-tCiP ¯Hdz@-nE:

人 みんな-[能] まず ツァンパ団子-[不定] こねる-[接]

¯tCh@ HgE-la Ĥýi:-l@ reP

犬-[与] 与える-[未]

人々はみな、まずツァンパ団子をこねて、犬にあげるのです。
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2.2 翻訳：物語『裸麦の種子の由来』

むかしむかし、１人の王子がいました。彼は名前をアツォといいました。彼は賢く勇敢でも

ありました。また、善良な心を持っている人でした。すべての人にとって食べ物が手に入るよ

うに、彼は龍王の下へ、裸麦の種を求めに向かいました。

それから、彼は 20人ほどの戦士を連れて、馬に乗って行きました。山を１つまた１つと越え

ました。川を１つまた１つとたくさん越えました。それから、路上で彼の戦士たちの何人かは

毒蛇に噛まれて死にました。何人かは野獣に噛まれて食べられました。何人かはまた野人に殺

されました。それから、99の山を越え、99の川をほとんど越えると、アツォ自身１人を除いて

誰もいなくなりました。それから、彼自身少しも恐れることなく、先の方へ上へ行きました。

それから、アツォが龍王の住むところに着いたとき、龍王はアツォが裸麦の種を取りに来た

と言ったことを承諾しませんでした。それから、アツォは方法がなくなって、それで、山神に

「助けてください」と言いました。それから、山神が助けて、アツォは龍王の家から裸麦の種を

盗みました。

それから少しも経たないうちに龍王に気づかれ、龍王は怒って、あのアツォを１匹の犬に変

えました。それから山神が彼に、「お前は、１人の娘がお前を愛さなければ、お前が人間の身に

戻ることは難しいだろう」と言いました。

それから、よい心にはよい縁があって、少しも経たないうちに、この犬はその地域の領主の

真ん中の娘によって愛され、それから再び人になりました。

それから、人々がみな種を手に入れたとき、種をまいて畑を耕し一生懸命働いて、おいしい

ツァンパという食べものを手に入れました。それから彼らは「種をもってきたのは神が送った

犬である」と思いました。もしも神がその犬を連れてこなかったなら、彼らはこんなおいしい

ツァンパという食べものを手に入れることはできませんでした。それから、これまでチベット

人はみなその犬との良い関係をもち続けています。それから、みんなは犬が昔にツァンパを

持ってきたと思い、人々がみな犬に「ありがとう」と言うために、毎年裸麦の収穫を終えて、新

しいツァンパを食べるとき、人々はみなまずツァンパ団子をこねて、犬にあげるのです。

3 訳注

訳注は、まず全般的に現れる現象に関してはじめにまとめて述べ、続いて２節に示した文番

号を指示して、それぞれについて与える。特筆すべき事例が見当たらない文番号の箇所につい

ては、記述を省略する。

なお、訳注で述べる現象は、先行する記述である鈴木・四郎翁姆 (2016)を参照し、また適宜引

用しつつ解説する。本稿で分析する物語は、同論文が記述する言語を話す世代層（青年層）によ

るものであるため、発音や文法構造が均質的であるという予測による。なお、鈴木ほか (2015)

が扱う物語の話し手もまた同世代であることから、これらを参照することで見出される相違点

は、およそ「人工的な語り」を特徴づける性格のものであるということが指摘できる。
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全般について

この物語の発話では、各発話の最後に伝聞標識が現れないのが特徴的である。これはすなわ

ち、この物語が口承で伝えられていないことを示唆している。聞き及んだことで、かつ自ら確

認していない事柄については、伝聞標識を伴うのが通例である Lhagang方言 5にとって、文字

情報によって内容を覚えた場合、伝聞標識が現れる傾向にないということを示唆している。こ

れは、伝聞標識を含まない漢語を原文として参照していることとは関連がないと考える。本稿

の語りは、語りのモードで発話されており、忠実な翻訳を行っているのではないからである。

情報源が目で見て確認した「確かなものである」という判断のもとでは、伝聞標識が付加され

ないと考える。

また、出来事の描写に当たっては一貫してアオリスト 6が用いられ、目撃証拠性がかかわる完

了形 7は用いられない。状態の描写に当たっては判断動詞や存在動詞が用いられるため、時間、

アスペクトに関する表示には制限がある 8。このため、この物語は語りとして全体的に静的な

印象を与える構造を示している。

これらの特徴は、おそらく人工的に創出された物語であるために際立っていると考える。口

承で伝わった物語の語りでは、こういった特徴は認められない 9。

(1.1)

/´Hdýa: po ´pW ý@/は、その声調領域が示唆するように、２つの語/´Hdýa: po/「王」と/´pW ý@/

「息子」を並列した複合語である。語と語の接続に属格標識は用いられない。

/´Hdýa po/という語は、本稿では「王」と訳出しているが、Lhagang方言では、歴史の文脈に

よって「領主」として用いられる。しかし、この物語には、別に/¯hpõ mbo/「領主」が登場する

(5.2)。物語中では架空の王国を設定しているため、歴史の文脈とは異なる訳語を与えている。

不定標識/-tCiP/は、主部の名詞の不定性を表すことを第一目的として現れているわけではな

く、しばしば語調を整える際に現れ、それが定/不定によって異なる語形をもつと考えることが

できる。いわゆる「不定冠詞」とは役割が異なる 10。「１つ」を強調するときには、(4.4)にあ

るように独立の声調をもつ数詞「１」を用いる。さらに「１個体」を強調するときには、(4.2)

にあるように/´HdoP htCiP/という形態を用いる。

5 鈴木ほか (2015:125)、鈴木・四郎翁姆 (2016:73)参照。
6 鈴木・四郎翁姆 (2016:68-69)参照。アオリストは「一般的に過去と呼ばれるカテゴリーに非常に近
く、実際 Lhagang方言の TAM 体系の中では「過去」と呼んでも差し支えない」(2016:68)。しかし
ながら、Lhagang方言に時制としての「過去」が認められるかどうかは、詳しく検討する必要があ
る。

7 鈴木・四郎翁姆 (2016:69-71)参照。
8 鈴木・四郎翁姆 (2016:51)参照。
9 鈴木ほか (2015)の分析を参照。

10 鈴木・四郎翁姆 (2016:42)では、不定標識として/-ýiP/のみを挙げているが、「「１」は名詞とともに用
いられるとき、/´tCiP/という異形態をもつ」(2016:41)ともあり、これらの中間的な形態として/-tCiP/
があると考えてよいだろう。
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存在を表す動詞/ˆjoP-reP/は、ひとかたまりで１つの存在動詞として扱う 11。

物語の設定は現在より過去におかれているが、動詞/ˆjoP-reP/は通常 TAM 接辞を取らないた

め、/´ői ma¯HnaHna-la/「むかしむかし」という時間を表す表現が語りの時間設定を担っている。

(1.2)

/ˆze:-reP/は、「言う」という動詞に習慣/判断を示す判断動詞と同形態の TAM 要素がついてい

る 12。物語を語るうえで、この習慣/判断を表す TAM 接辞は状態の表現に用いられる。

(1.3)

/¯̊NkhE: pa/「賢い」は形容詞で、述語の一部になっている。これに/-tCiP/が付加されているが、

これは数詞「１」と関連があるものの、数詞ではなく、また語りにおいては独立した声調領域

を形成しないことから、不定標識であると考える 13。

/ˆji :-reP/は、２つの判断動詞の語幹が連続した形式である 14。これは (1.5)に現れる判断動詞

と交換できるが、(1.4)に現れる判断動詞とは交換できない。動詞に先行する/-tCiP/の有無によ

る可能性があるが、子細に検討する余地がある。

(1.4)

形容詞/`hpo: pa ¯tChe/「勇敢な」は、２つの声調領域をもつ複合語と解釈する。最終音節

の/¯tChe/は、単独で「大きい」の意味である。

(1.6)

/`tChe t@/に先行するのは名詞句である必要がある。(6.8)参照。ただし、TAM 接辞がついた動

詞に名詞化接辞はつかないようであり、TAM 接辞の後ろに属格が現れている 15。/-Hgo/はそれ

自体名詞化標識として機能しないと考える。

動詞「得る」の受け取り手（受益者）は位格で表示される。この格は脱落可能であるため、文

法格の中の与格とは異なる。

11 鈴木・四郎翁姆 (2016:53-56)参照。
12 鈴木・四郎翁姆 (2016:65-67)参照。
13 鈴木・四郎翁姆 (2016:57-58)では、形容詞に後続するこの要素を独立の声調をもつ数詞と解釈して
いるが、おそらく自然発話および語りにおいては、もはや先行する形容詞と同一の声調領域内に含
まれた接辞であると考えるのが妥当である。これにより、/-tCiP/は鈴木・四郎翁姆 (2016:42)に記述
のある不定標識/-ýiP/の異形態と考える。

14 鈴木・四郎翁姆 (2016:52)では、この形式には「当然であるという含意がある」とする。
15 格標識は、通常名詞句に付加すると考えるが、鈴木・四郎翁姆 (2016)は動詞句への付加について記
述していない。しかし、チベット系諸言語では、格標識は動詞句にも付加され、接続詞の役割を果
たす（Tournadre 2010）。本稿 (6.10)などを参照。
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(1.7)

/´ïãuP g@ ´Hdýa: po/は、２つの語/´ïãuP/「龍」と/´Hdýa: po/「王」が属格で結ばれてできている

複合語である。(1.1)にある「王の息子」と異なり、この複合語には属格標識が現れている。こ

れは、複合語の第１要素が１音節語であることと関連がある。

名詞「龍王」に後続するのは/´z@ kha/「そば」という位置名詞 16であり、直前の名詞に属格を

要求せず、また位格なしに場所を示しうるが、ここでは独立した声調をもつ。位置名詞が独立

した声調をもつかどうかは、その形態的特徴とともに、文中での意味も関係している。特に複

音節からなる位置名詞は、概して独立の声調をもつ。

動詞/¯shõ, ¯sho:/（文中では接尾辞があるため/`shõ-/となる）は、通常命令形で用いられる 17が、

過去の文脈において用いられる場合については、「描写で設定される地点より離れる」すなわち

「去る」の意味で理解される。この時点で王子は自分の国に戻ってくることが想定されていない

とも解釈できる。

物語の中で文と文をつなぐ接続語 18には多くの音形が認められ、/-ta/や/-n@/、/-n@ ta/などは、

直接動詞に付加され、動詞の声調領域に取り込まれている。この形態素の直前の動詞は基本的

に語幹のみであり、接尾辞類を取らない。TAM 関連は文末をしめくくる動詞が表示する。

文末に現れる/-z@ reP/は、語源を考えれば、アオリスト標識/-z@/と判断動詞/´reP/からなる。し

かし、このように分析的に語釈をつけるのは、共時的な特性を必ずしも反映するものではない

ため、/-z@ reP/をひとかたまりにして扱う 19。

(2.1)

冒頭の/´te na ta/は、この語りにおいて頻繁に繰り返される語で、「それから、それで」と訳せ

るものである。/´te n@ ta/、/´t@ n@ ta/という音形も認められる。

/¯HmA: mi/は「戦士」と訳してあるが、「軍人、軍隊」という原義のほか、現代語の文脈では

「警察」にも用いられる。Lhagang方言の本来語であると考えるが、音形上は文語音の様相を呈

している。

数詞に後続する/-z@/は大きい数に付加され、概数を表す 20。

16 鈴木・四郎翁姆 (2016:40)参照。
17 鈴木・四郎翁姆 (2016:56)参照。
18 鈴木・四郎翁姆 (2016:83)に/n@/という形式についての解説があるが、「接続語」という範疇は認め
ていない。語りにおいては、/n@/以外にも多くの形態が文と文の接続の役割を担い、かつ独立した声
調をもたないことから、これらの形態をまとめて「接続語」と呼ぶことにした。

19 関連する記述は鈴木・四郎翁姆 (2016:61-71, 84)参照。
20 鈴木・四郎翁姆 (2016)に記載がない用法である。たいていは「20」以上のきりのいい数に付加され
る。
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(2.2)

/¯k@ tsa/は時間的な「後」という意味で用いられるが、ここでは動詞「越える」がこの語の前

に省略されていると解釈し、「越えたのちに超える」という意味を表しているものと理解する。

(2.3)

/¯k@ tsa/については、直前の (2.2)を参照。

不定を表す/-tCiP/は後置される修飾語に付加され、名詞句であることを表すときにも用いら

れ、必ずしも不定を表さない 21。

(2.4)

この文においては、被動者「戦士」が行為者「毒蛇」より前に来る語順を取り、両項とも有生

物であるため、行為者には強調の意味がなくても能格標識が必要とされる 22。和訳には受け身

を当てている。

文末には２つの動詞「噛む」と「死ぬ」があり、接続語/-n@/で結ばれているが、後者は１項動

詞で、「戦士」がその項に該当する。このような動詞の配列の場合、「毒蛇」が「戦士」よりも前

に現れることはできないという。これが統語的制約によるものであるか、語用論的な現象であ

るかは、子細に検討する余地がある。

(2.5)

この文も (2.4)と同様、被動者「いくらか（戦士）」が行為者「野獣」に先行しているため、行

為者に能格標識が現れる。

動詞も同様に２つ存在するが、いずれも２項動詞で、要求する格も変わらないため、いずれ

も和訳には受け身を当てている。

(2.6)

この文も (2.4, 2.5)と同様、被動者「いくらか（戦士）」が行為者「野人」に先行しているた

め、行為者に能格標識が現れる。

(2.8)

/¯hkAP-la/「～の時に」の直前の動詞には TAM 接辞類がつかなくてもよい。ここでは「越え

終わった」と到達したことを強調するために/-tsha:/が現れていると解釈する。

21 鈴木・四郎翁姆 (2016:57-58)で記述があるのは、述部を形成する形容詞に付加される場合のみであ
り、名詞句であることを表す場合に使用される例は、当該箇所 (2016:49-50)を見ても記述がない
が、不定標識 (2016:42)の記述にある例に相当する。本稿の (1.3)の訳注も参照。

22 鈴木・四郎翁姆 (2016:45)参照。
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(2.9)

/´m@ tshe/「以外」を用いて「～以外～しない」という意味を表す場合、文末の動詞は語幹

に否定辞がつく。形態論上/`l
˚
A:-z@ ˆma-reP/が通例である 23が、ここでは/ˆma-l

˚
A:-z@ reP/という、

TAM 接辞群に含まれる判断動詞に否定辞がつかない構造のみが許容される。

(2.10)

/´rO:/「自身」は、ここでは独立した声調をもっているが、/¯kho-rO:/という接尾辞の形式にな

る場合も認められる。

最後の動詞/`ïão-/「行く」は、(1.7, 2.1)のように/¯shõ/「去る」ではない。(2.2)から (2.9)ま

での道のりを越えたということから、描写の地点に戻ってくる可能性が高いと語り手が判断し

たからである。

/¯ú@ meP tCiP/「少し」は、ここでは後続の否定辞とともに「少しも～ない」のように、否定の

徹底性を意味している。

(3.1)

名詞「龍王」につく格標識は、能格ではなく属格であり、後続の/ˆHdoP-sha/「住むところ」に

かかっている。動詞/´HdoP/は通常能格をとらないからである。

名詞化接辞/-sha/は、これ自体で位置名詞を形成することもでき、位格標識をとらなくても、

文が成立する。

(3.2)

この文には２度「言う」が現れる。最初の「言う」には属格標識がついており、次の「言う」

の名詞化した形式を修飾している。そして、/¯ze:/「言う」に囲まれた部分がアツォ王子のセリ

フであると解釈する。ただし、３人称代名詞が現れているように、完全な直接引用ではない 24。

全体の直訳としては、「アツォ王子が言った、『～』と言ったこと」というように、「言う」が重

複している。しかし、語りで引用を挟む場合には、引用の始めに動詞「言う」を置くことの方

が通例であるようで、このような構成は不自然ではないと考える。同様のことが (4.3)-(4.4)に

かけても現れる。

最初の「言う」には、語幹にアオリストの接辞がついて過去であることを明示したのちに属

格標識がついている。属格は、被修飾語に前置された関係節を修飾節にするときに任意で付加

できる要素である 25。格標識に先行するが名詞句であると考えるならば、アオリストの接辞は

名詞化接辞と解釈できる。(6.4)参照。

「龍王」の能格標識は、この文の最後の動詞/¯khE: ´le:/「承諾する」とつながっている。なお、

23 鈴木・四郎翁姆 (2016:68)参照。
24 類似の構文が鈴木ほか (2015)にも認められる。
25 鈴木・四郎翁姆 (2016:50)には、属格標識を伴わない例のみが記述されている。
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この動詞は２つの語で１かたまりとなる語であるが、動詞語幹は第２音節部分であり、接辞類

はすべて第２音節側に付加される。

(3.3)

「アツォ」に付加される格標識は、属格か能格か、文構造の解釈の仕方によって、２通りに分

かれる。テクストの語釈に示したのは、能格ではなく属格であるとの解釈で、後続の「方法」

を修飾している。動詞/´meP/が存在動詞であるため、能格は取りえないからである。もう１つ

の解釈は、「アツォ」は (3.4)の最後の動詞「言う」の行為者で、能格であるというものである。

(3.4)には行為者が現れていないため、このような解釈もまた許容される。

(3.4)

/ˆroP pa H́zo-roP/「助けてください」はアツォのセリフであると解釈する。/-roP/は丁寧な依

頼を表す助辞 26である。/ˆroP pa H́zo/27は１かたまりで動詞となっていると考える。

(3.6)

「盗む」について、和訳では「龍王の家から盗む」としているが、表現方法に従えば「龍王の

家で盗みをはたらく」という構造になっている。

(4.1)

/¯ú@ meP tCiP ´ma-Ngo¯tsa la/「少しも経たないうちに」は、厳密には/¯ú@ meP tCiP/, /´ma-Ngo/,

/¯tsa la/と分けられ、それぞれ「少し」、「[否]-過ぎる」、「後」と語釈を与えられるが、ここでは

便宜上１まとまりの時間を表す句として解釈している。

動詞/´ko/は「気づく」の意味で行為者を能格で標示することができる。「分かる」の意味では

能格はとらないのが通例であるが、(4.4)にもあるように、語りの中では能格の用法が自然発話

に基づく記述と若干異なっている可能性もある。

(4.2)

人名に指示詞がつく場合がある。この場合、和訳にあるような「あの～」というニュアンス

を与える。

/´HdoP htCiP/は「１個体」であることを強調するときに用いる。形態論上は数詞とはいえない

が、意味的には数詞「１」の代わりをしていると考える。

動詞/¯húW/「変身させる」は、「ある人/ものを全く異なる別の人/ものに変える」という意味で

用いられる。

26 鈴木・四郎翁姆 (2016:72)参照。
27 この動詞の第３音節/´Hzo/は、本来/´Hzu/「する」であると考える。先行する音節の母音に影響を受
けて/o/になったのではないかと推測する。
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(4.3)

(3.2)と同様に、「言う」はこの文末とともに、(4.4)の文末にも現れ、繰り返されている。

(4.4)

文頭の２人称代名詞は、後続の文の中に適切な位置が見つからないため、主題化され単独の

要素となっていると理解する。

/ˆpo mo ĥtCiP-g@/「１人の娘」の能格標識は/¯Hga/「愛する」の行為者を示す。通常の会話に

おいては、「愛する」などの感情動詞について、感情の抱き手が能格標識を伴うことはないとみ

られる 28。(5.2)にも同様の例が認められる。文脈に沿って考えると、「愛するようになる」と

いう、単なる感情を表現する以外に状態変化の意味がある可能性があるが、現段階ではこの能

格標示は語りの中でのみ有効なものであると考える。

接続語/-na/は、(6.5)や (6.9)のように、通常独立した声調をもつが、ここでは声調をもたない

形で現れている。

動詞/¯lo:/「戻る」は１項動詞であると理解する。しかしここでは絶対格で２項とっているよ

うに見える。/¯m@ lu:/「人間の身」は位格におかれていると考え、位格標識が脱落したものと考

える。

(5.1)

文末の動詞/ˆjoP/には、文脈上/ˆjoP-reP/と出てくるべきところが、/-n@ ta/「～て」があるた

め、すべての TAM 接辞部分が示されなくなっている。(1.7)参照。一方この現象は、存在動

詞/ˆjoP-reP/が１かたまりの存在動詞として成立しておらず、分析可能であるという１つの証拠

になっていると考えることができる 29。

(5.2)

動詞「愛する」の直前にある/-g@/は、(4.4)と同様に能格標識であると考え、「領主の真ん中の

娘によって愛される」に近いニュアンスがある。「愛する」対象は「犬」であるが、与格が現れ

ていないのは通常の文構造から考えればほぼありえない。まず、「犬」が先に発話に現れている

のは、主題標識を伴っていないものの、主題化と考えられる。ところがこのとき、話者の頭の

中に文末の動詞が「愛する」であるということが思い浮かんでいなかった可能性がある。もし

かすると、語りの筋書きを瞬間的に忘れたか、内容が混乱した可能性も指摘できる。というの

も、流布しているいずれの版においても、「真ん中の娘」に愛されるという筋書きは存在しない

28 鈴木・四郎翁姆 (2016:46)参照。
29 鈴木・四郎翁姆 (2016:53-56)参照。動詞に後続する諸要素について、分析的に語釈を与えるか、ひ
とかたまりとして語釈を与えるか、判断の難しい部分である。
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からである 30。

(5.3)

動詞/´reP/「なる」は判断動詞と同一の形態であるが、TAM 接辞が付加できる点で判断動詞と

は異なる。

(6.2)

この文の行為者は、(6.1)に現れる/¯m@ `tshõ ma/「人々みんな」である。また、いずれの動詞

も TAM 接辞群を伴っておらず、文がまだ続いていくことを示している。

文頭の接続詞/´te:/は、周りが/´t@ na ta/であるのと比べれば、形態に異なりがあるが、語りに

おける接続語句は、文の切れ目を表す場合もあればフィラーの一種である可能性もあり、固定

された語ではなく、いくつかの形態が認められるものと言ってよいだろう。

この文に現れる/`sha wu:/「種」は他と異なり、下降調で現れる。後続語との声調の対比のた

めに現れる韻律的特徴として理解する。Lhagang方言に文法上有意な声調交替は認められない。

(6.3)

この文の行為者もまた、(6.1)に現れる/¯m@ `tshõ ma/「人々みんな」である。

この文では、/¯hts̃A mba ý́ı̃ mbo/「おいしいツァンパ」と/¯za-HdýW/「食べ物」は、「おいしい

ツァンパを食べること」という名詞句の読みではなく、「おいしいツァンパという食べ物」のよ

うに同格であると解釈しなければ文意が通らない。(6.5)にも同様の例が出てくる。

(6.4)

動詞/`hs̃A/「思う」が、(3.2), (4.3)-(4.4)における「言う」と同様に、引用文の前後に２度出て

くる。これが引用文の前後の構造であると考える。

動詞「送る」には、(3.2)と同様、語幹にアオリストの接辞がついて過去であることを明示し

たのちに属格標識がついている。

動詞/¯khO:/「持ってくる」は、(6.5)にあるように/¯khOP/となる場合がある 31。より正確な語

義は「手を用いずに持ってくる」であり、「手を用いて持ってくる」と区別される。「犬」は擬人

化されていないようである 32。

30 西藏文化網版では、単に「３人姉妹」となっている。第２著者が参照していない君島 (2013)では
「３人姉妹の末娘」となっている。

31 このような現象については、Suzuki & Sonam Wangmo (2015a)の記述を参照。また、具体例につい
ては、Suzuki & Sonam Wangmo (2015b)の Lhagang-Aおよび Lhagang-Bの語彙を参照。

32 君島 (2013)では、犬は首に種の入った袋を身につけていることになっている。この動作は、Lhagang
方言では/¯khO:/で表される。
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(6.5)

文頭の/´ka de/は文語で用いられる形式であるが、語りの中でも用いられる。

/`Pa ïãa/「このような」は/¯hts̃A mba/「ツァンパ」を修飾する。

(6.6)

この文は所有構文をとるはずであるであるが、所有者である/´poP pa¯thÃ tCeP/「チベット人

みな」には標示されるべき与格 33が現れていない。脱落しているものと理解せざるを得ない。

もしくは、発話時には動詞が存在動詞となるとは考えていなかったなどの理由もあるだろう。

名詞/´ïãe: wa/「関係」は関係がある対象となる名詞に共格標識を要求する。存在動詞が/ˆjoP-

reP/であるため、この発話内容は直接観察した知識によるのではなく、常識的判断として述べら

れている。

(6.7)

名詞/¯thÃ tCeP/「みんな」に付加されている能格標識は、文末の動詞/`hs̃A/「思う」の行為者を

示しており、名詞句/¯tCh@ HgE-t@/「その犬」に付加されている能格標識は、動詞/¯khO:/「持って

くる」の行為者を示している。

(6.8)

ここでの/`hka the:/「ありがとう」は直接引用とも間接引用とも解釈できる。発言内容が短け

れば、動詞「言う」などを引用の前後で繰り返す必要がないのかもしれない。

/`tChe t@/「～のために」は、(1.6)で出てきたときには直前の動詞句に属格標識がついていた

が、ここではそれが存在しない。

(6.9)

この文中に現れる/¯na/は条件を表すものではなく、単なる接続語として機能しているように

見える。ただし、独自の高声調を担う。

(6.10)

ここに現れる/-tCiP/は「１つ」という意味でもなく、かといって先行する語が形容詞でもない

が、文の構成に必要とされるようである。総称を表している可能性もあるが、Lhagang方言に

おいてこのような用法が一般的であるとはいえない 34。

/-nE:/は接続語と解釈しているが、奪格標識と同一の形態で、「～してから」という順序を表し

ている 35。

33 鈴木・四郎翁姆 (2016:46, 54)参照。
34 鈴木・四郎翁姆 (2016)には記載がない。詳細な調査が必要である。
35 格標識と接続語の関係については、Tournadre (2010)を参照。
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最後の動詞には/-l@ reP/という未完了の TAM 接辞がついているが、これは反復行為を表すと

きに用いられるもので、未完了アスペクトが表現されているものと理解する。

4 まとめ

本稿では、カムチベット語 Lhagang方言による物語『裸麦の種子の由来』の記述言語学的分

析と訳注を行った。この物語は Lhagang方言の口承には存在せず、文字化された内容を基に、

Lhagang方言による翻案を通じてどのような言語特徴が現れるのかを見た。特徴的な点として

は、語りの全体において伝聞標識が用いられないこと、過去を表す TAM 接辞群が一貫してア

オリストであることなどが認められた。また、能格の用法において通常の会話では現れないパ

ターンが存在することが分かった。

付録：Lhagang方言の音体系とその表記

・音節構造

最大の音節構造（分節音の配列）は次のようである。

CCiGVC

このうち Ci（初頭主子音）と V（音節核の母音）が必須であり、CiV を音節の最小構成とみ

なすことができる。

・子音

主子音（Ci）位置に現れる要素の一覧は以下のようである。

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門

前 後

閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無声無気 p t ú k P

有声 b d ã g

破擦音 無声有気 tsh tCh

無声無気 ts tC

有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh Ch

無声無気 F s ù C x h

有声 z ý , H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r

無声 l
˚

半母音 有声 w j
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・母音

舌位置による一覧は次のようである。

i 0 W u

e @ o

　 E 　 O

　　 a A

母音には長短および鼻母音/非鼻母音が弁別的である。母音の長短と鼻母音/非鼻母音は互いに

独立している

・超分節音素

語単位における次のピッチパターンが認められる。

¯：高平 ：́上昇 ：̀下降 ：̂上昇下降

略号一覧

文法機能語で略号を作らないものは直接 [　] の中に機能を書き込んでいる。複数の略号が重

なるときは /で区切って示す。

2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .２人称

3 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .３人称

[能] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .能格

[与] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .与格

[属] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .属格

[位] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .位格

[名] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .名詞化標識

[定] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .定標識

[不定] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .不定標識

[概] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .概数標識

[判] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .判断動詞

[存] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .存在動詞

[幹] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .動詞語幹

[未] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .未完了

[必] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .必要未来

[過] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .アオリスト

[達] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .達成

[否] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .否定辞

[接] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .接続語
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Origin of highland barley’s seeds, adapted and narrated in Lhagang Tibetan
—text, annonation, and analysis of narration mode—

Hiroyuki SUZUKI Sonam Wangmo

abstract

This article presents a story namedOrigin of highland barley’s seedsnarrated in the Lhagang

dialect of Minyag Rabgang Khams Tibetan with linguistic glossing, translation, and annotation.

This story is not transmitted in the speech community of Lhagang Tibetan, but well known as one

of the Tibetan traditional oral stories in Chinese, circulated as a part of books as well as online

articles. The present version is artificially composed: after memorising several Chinese versions,

the second author, native speaker of Lhagang Tibetan, narrated without referring to the Chinese

text. Therefore, it is of an experimental nature as a linguistic material and we will examine how

the narrative style has been influenced by the translation process other than a general analysis of a

narrative.

The analysis shows that:

• this narrative version lacks a hearsay marker, probably because it is not orally transmitted;

• aorist is a default TAM marker in the narrative; and,

• irregular use of the ergative marker is attested.

受理日 2017年 4月 4日
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